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Analysis Platform + DN7 
AP+DN7 
 

データ読込 & 紐付設定 
 

AP+DN7 は工場内の既存設備・システムを含む多くのデータソースに対応しています。 

シリアル番号といった共通の情報さえあれば材料・生産管理・物流・MaaS 等、様々なデータの紐付け、連携が可能で

す。この紐付設定は、工程系統図をなぞるような感覚的で簡単な操作で設定が可能になることに加え、Auto link 機

能を使用して自動的に設定することもできます。 

新規 IoT 対応ラインに加え、古いレガシーシステムや取り溜めたデータをも集約し、紐付することで、「これだけあればすぐ

に分析を始められる」ワンストップな統合的データ分析環境を提供します。 
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1. 各設定画面の概要 

 データソース設定 

データの読込元となるデータソースの情報を登録します。AP+DN7 は、各種データソース(データベースや

CSV/TS/SSV ファイル)に保存されているデータを、グラフ描画する度にそこから取得するわけではありません。必要

なデータを事前に、AP+DN7 のデータベースにバッファとして読み込んでおくことで、高速なグラフ描画を可能にします。 

 プロセス設定 

データを読込むにあたってのより詳しい設定を行います。読み込むテーブルや列(カラム)、それらのデータ型、表示する

際の名前の設定を行うことができます。  

 紐付設定  

異なるプロセス間のデータを紐付することができます。 

 フィルタ設定 

AP+DN7 に読込んだデータに含まれる設備や品番などのデータを使って、グラフ描画するデータを絞り込むための設

定を行います。(別のマニュアルで説明)  

 表示設定 

グラフに表示する閾値(上限閾値/下限閾値, 上限工程内閾値/下限工程内閾値)やグラフの表示範囲 

(y 軸最⼤値/最⼩値)を設定します。(別のマニュアルで説明) 

 

各設定ページへの移動方法 

 

  

 

1. ハンバーガーボタンをクリックするか、 

各アイコンにマウスカーソルを当てるとサイドバーが開きます 

2. “設定” にマウスカーソルを合わせるとメニューが開きます 

3. 表示されたメニューのタイトルをクリックすると、 

対象の設定ページに移動します 
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(CSV/TSV/SSVのみ) フォルダ/ファイルを指定してデータを読み込む 

「ファイルから登録」 ページを使用すると、細かい設定をスキップしてデータを読み込み、お手持ちのデータをすぐに

AP+DN7 で分析することができます。このページへは、画面上部のナビゲーションバーからアクセスできます。詳しい設定を

行いたい場合の操作は、2.1 節を参照してください。 

 

このページでは、”参照先” に、 

 読み込みたいデータが格納されているフォルダのパス、または 

 読み込みたいデータのパス 

を入力し、”データ登録” ボタンをクリックするだけでデータを登録し、読み込むことができます。パスは絶対パス/相対パスど

ちらも利用可能です。任意でデータ型の推定に使用するファイルの指定や、登録される名前の指定、推定されたデータ

型の修正を行うことができます。AP+DN7 が許容するフォルダ構造については、2.1 節を参照してください。 

 

“参照先” で “ファイル” を選択し、読み込みたいファイルのパスを入力すると、そのファイルだけを読み込むことができます。 

 

“データ登録” ボタンをクリックすると、ファイル構造などのチェックが行われ、その後データが読み込まれます。1 つ目のファイ

ルの読み込みが完了すると、4 秒後に自動的に読み込まれたデータがカレンダーヒートマップで描画されます。 

クリック 

1. 読み込みたいデータが 

格納されているフォルダのパス 

 
2. クリックして読込開始 

 (任意) 

・ データ型の推定に使用するファイルの指定 

・ 登録される名前の指定 

・ データ型の修正 

ファイルを 1 つだけ読み込む 
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登録された情報は、設定画面で確認/編集することができます。 
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2. データソース設定 

データの読込元となるデータソースの情報を登録します。AP+DN7 は、各種データソース(データベースや CSV/TS/SSV

ファイル)に保存されているデータを、グラフ描画する度にそこから取得するわけではありません。必要なデータを事前に、

AP+DN7 のデータベースにバッファとして読み込んでおくことで、高速なグラフ描画を可能にします。 

データソース設定の追加/編集は以下の操作で行います。データソースの種類により設定方法が異なるため、次のページ

から各データソースの設定方法を説明します。 

 

 

 

  

1. データソースを新規登録するボタン 

2. データソースの種類を選択 

3. データソースへの接続方法を入力/編集 

(次頁以降に詳細を記載) 

サンプルデータとして 6 つのデータソースが登録されています。 

不要な場合はゴミ箱ボタンをクリックして削除してください。 
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2.1. CSV/TSV/SSV ファイルをデータソースに設定する 

CSV/TSV/SSV ファイルを登録するには、まずデータソースに任意の名前を付けます。次に、CSV/TSV ファイルが保存

されているフォルダの場所を入力します。対象のフォルダはネットワーク上の共有フォルダやネットワークドライブに割り当てた

フォルダも登録できます。また、絶対パスだけではなく、相対パス(例: .\sample_data\assembly\2_inspection)

での設定も可能です。その後、データのプレビュー表示を行い、読み込みたいデータに間違いがなければ、"OK"ボタンを

押してデータソースを登録します。 
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注意: データのフォルダ構造 

CSV/TSV/SSV を読み込む場合、指定したフォルダ内に含まれているすべてのファイルが読み込まれます。このとき、指

定したフォルダの中に、サブフォルダが存在していてもデータは読み込まれます。また、指定したフォルダ内で異なるカラム構

造をもつファイルが混在している場合、正常に読み込むことができません。 

 

 

注意: 読み込まれなかったデータ 

CSV/TSV/SSV ファイルが保存されたフォルダをデータソースに登録した場合、対象のフォルダ内に保存されている全ての

ファイルを読み込みます。対象ファイル内に選択した列が存在していなかったり、設定したデータ型以外のデータが存在す

る場合は、そのファイルやデータは読み込まれません。 

読み込まれなかったデータは、アプリのエラーフォルダ (./error/trace) に出力されるので、その内容を確認できます。ま

た、対象のフォルダ内の全てのファイル内で重複しているデータが存在している場合は、アプリが自動で重複データを検知

し、重複データは読み込まずエラーフォルダに出力されます。 
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2.2. データベースをデータソースに設定する 

登録するデータソースに任意の名前を付け、データベース(以下、DB)への接続情報を入力し、DB への接続が問題なく

できることを確認したのちに、"OK"ボタンを押してデータソースの登録を行います。  

 

  



v4.6.1 

Tips: データの定期読込設定 

多くの場合、データベースには常に新しいデータが追加されます。CSV の場合、新しい行が作成されたり、1 日ごとに新し

い CSV ファイルが生成されることもあります。AP+DN7 は、デフォルトで 3 分間に 1 回、登録したデータソースを確認し、

新しいデータが存在するかを確認して、読み込みます。 

 

AP+DN7 が自動的に読み込んだ新しいデータは、グラフ画面で自動的に描画することができます。例えば、全数プロット

のページで、対象期間の"最新"を選択し、グラフを描画する範囲を指定し、"自動更新"にチェックを入れると、データソー

ス設定で選択した更新周期で、グラフ描画も自動更新されます。 

グラフ描画の自動更新設定の例 (全数プロットの例): 

  

1. “最新”を選択 

2. グラフを描画する範囲 (現在時刻からの範囲)を指定 

3. “自動更新” にチェック 

4. “グラフを表示” ボタンを押す 
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データソースの更新分のデータを自動でアプリが読み込み、その更新分のデータを自動でグラフ描画できるので、工程アン

ドンとして工程の監視に活用することも可能です。 

データの更新は、例えば CSV ファイル内に新しいデータが追加されてファイルの上書き保存がされた場合でも、アプリが更

新分のデータとして追加されたデータを読み込み、自動でグラフ描画することも可能です。以下の図はデータソースの定期

更新を"3 分間に 1 回"にした場合の、全数プロットの自動更新の例になります。(下の例では描画しているグラフは 1 つ

になっていますが、複数のグラフを描画する設定でも同じようにグラフの自動更新ができるので、工程アンドンに最適な機

能になっています)  
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3. プロセス設定 

データ活用の対象となる工場のデータソースを"データソース設定"で登録した後、"プロセス設定"にてアプリのデータベース

に読み込む列を設定し、データの読み込み行います。 

まず、以下のようにプロセスを登録します。 

 

 

編集ボタンをクリックすると、詳しい設定を行うページが開きます。 

データソース・テーブルを選択していた場合、自動的にデータソース内のデータの一部が表示されます。このページでは、デ

ータを読み込む対象の列の選択とデータ型の確認を行い、対象列のプロパティを設定したら、データの読み込みを開始し

ます。"データソース設定"にて、データを定期的に読み込む設定(更新周期の選択)を行なった場合は、一度"データ読

込"ボタンを押せば、それ以降はアプリが定期的に自動でデータを読み込んでくれます。 

 

  

1. プロセスを新規追加するボタン 

3. 対象のデータソースがデータベースの場合、 

対象のテーブルを選択 

2. 対象のデータソースを選択 

4. 編集ボタンをクリックして、 

詳しい設定を行う 

データソース/テーブルを変更できます 

1. アプリに読み込みたい列を選択 

(デフォルト: データが存在する列を自動選択) 

2. データ型を修正できます 

3. アプリ内で表示する名称を登録します。 

また、演算⼦を選択し任意の係数を入力すると、 

グラフで表示する際の値が指定した演算⼦と係数を使って計算さ

れた値になります (文字列の場合は正規表現が適用可能) 

4. 確認できたらクリック 

必要に応じて名前を設定できます 
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Tips: 特殊なデータ型ついて 

AP+DN7 では、効率的なデータ処理のために特殊なデータ型を用意しています。 

基本的にはデータ・列名から自動推定されますが、推定結果が異なる場合など必要に応じて設定を変更してください。 

 

⚫ main::日時 (必須) ・・・ アプリ上で日時として使用する列で、必ず 1 つ選択してください (複数選択不可) 

⚫ main::シリアル、Datetime:key ・・・ プロセス間のデータの紐付に使用する列 (複数選択不可) 

⚫ シリアル ・・・ 複数の列を使用して紐付を行う場合、選択してください 

⚫ ライン名/ライン No/設備名/設備 No/品名/品番/ステーション No ・・・ もし該当する列がある場合、 

選択すると、グラフ描画後にこれらの列を使用してフィルタを適用することができます 

 

Tips: スプレッドシートから設定をコピーする 

"プロセス設定"で表示名のリストを Excel ファイルなどのスプレッドシートで管理している場合な、"編集モード"で Excel フ

ァイルとのデータの受け渡し(コピー&ペースト)が可能です。 

 

          編集モード 

 

 

  

Excel とデータを相互に 

受け渡し(コピー&ペースト)可能 
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4. 紐付設定 

"プロセス設定"で、登録したデータソースからのデータの読込が完了すればデータの可視化を行うことができます。また、複

数のデータソースからデータを読み込み、複数の工程を設定した場合、それらの工程に共通する ID があれば、工程間の

データ紐付けが可能です。"紐付設定"の画面で表示されている各ボタンなどの説明は以下になります。 

 

 

 

 

 

4.1. Auto link: 自動的に紐付け方を推定する 

最も簡単な方法は、サイドバーに表示されている ”Auto link” ボタンをクリックすることです。このボタンをクリックすると、

データの日時情報とデータ型の情報を利用して、各プロセスの順序関係と紐付方法が自動的に推定されます。この時点

では、まだ紐付情報は保存されていません。 

 

  

登録されているプロセス一覧 

紐付登録ボタン 設定した紐付条件で、 

どの程度紐付可能か予測するボタン 

(紐付けするデータ数が多い場合に、

紐助条件が間違っていないかを確認す

るために利用) 

登録していない設定を破棄するボタン 

プロセス名 

読込済のデータ数 

日時情報と、データ型の情報から 

紐付条件を自動的に推定するボタン 

プロセス間のつながりの推定結果 

クリック 
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現在の紐付方法が妥当であるかは、”紐付け予測” ボタンをクリックすることで確認することができます。プロセス間の矢線

に表示されている青い数字は、プロセス間のデータを実際に紐付けることができた数を示します。※データが⼤量に存在す

る場合はその一部のみを使用するため、青字で表示しています。 

 

紐付の設定を保存するには、緑色の“登録”ボタンをクリックして、表示されるウィンドウの”実行”ボタンをクリックします。 

 

 
 

  

1. クリック 

2. 紐付結果の推定値 

1. クリック 

2. クリック 
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4.2. 手動で紐付け方を設定する 

次に、手動で紐付けの設定を行う方法を説明します。Auto link ではうまく紐付けができない場合や、紐付け結果を修

正する場合には手動で設定を行います。まず、紐付け設定画面左上の“編集”、続いて”紐付けを追加”をクリックします。

その後、紐付け元のプロセスをクリックし、クリックしたままマウスカーソルを移動(ドラッグ)します。 

矢線が伸びるので、紐付け先のプロセスの上でクリックを解除します。 

 

            
 

 

紐付編集画面が表示されます。ここでは、どの列を使用して紐付を行うのか、全桁一致でいいのか等の設定を行うことが

できます。設定完了後、”OK”をクリックします。その後は Auto link と同様、”登録”ボタンを押すことで設定が保存され

ます。 

 

2. クリック 1. クリック 

3. 紐付け元のプロセスをクリック 

4. クリックしたままマウス 

   カーソルを移動(ドラッグ) 
5. 紐付け先のプロセスの上でクリックを解除 

紐付する列を指定 

複数の列を使用する場合、クリックして追加 

末尾 4 桁のみ使用したい等、 

部分一致の設定 
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4.3. 既存の紐付け設定を編集・削除する 

既存の紐付け設定を編集または削除するには、対象の紐付け設定 (矢線) を右クリックすることで、編集・削除の選択

肢が表示されますので、ここから選択します。 

 

誤って編集してしまった・削除してしまった場合は、登録前であれば”再読込み”ボタンを利用することで、元の状態に戻す

ことができます。 

 

 

右クリック 


